
 

 

 

 
                

 
               

 

 
     

これまでの経過と市議会の動き（実施設計の中断から再開まで） 

2021 年 12 月 

実施設計中断 

・新型コロナによる影響や市議会において複数の決議が可決された状況等を踏まえ、 

建築確認申請はまだ行わず、建設工事に係る予算は提出しないと西岡市長（当時）が

判断。 

・「新庁舎及び（仮称）新福祉会館建設に関して、西岡市長に誠実な対応を求める決議」

も賛成多数で可決される。 

2022 年 4 月～10 月 

庁舎等建設に関する

協議会 

・ 市長と市議会により、現在の実施設計や建設時期を見直すことなども含め協議を行っ

たが、前市長の辞職により、事業の進捗を図るための論点整理には至らず、10 回の

協議を経て得られた意見は今後の参考とすることとし、市と市議会合意のもと終了。 

・ 設計について、現設計を容認する意見がある一方、見直し案（＝現設計の多様な見

直し及び前提条件の抜本的な見直しを提起した案。I 字型の建物形状、庁舎南側に

3,000 ㎡の広場を配置することなどを内容したもの）に関する意見もあり。 

・ 協議結果について専門家により検証すべきとの意見あり。 

2023 年 5 月 

再開方針案 

事業を実施しても市財政の見通しは十分に成立するとの判断から、現設計で進めること

を基本とし可能な限り早期実施を目指す方針案が白井新市長から市議会に示される。 

2023 年 6 月 

再開予算修正可決 

市長が提出した再開予算原案ではなく、現設計の検証を実施する予算を含めた、議員

提案（4 会派 13 名）による修正予算案が可決（※検証を除く予算は全会一致で可決） 

2023 年７月～８月 

検証実施 

9 項目に及ぶ検証を行ったが、設計費用を含む工事費コスト、設計期間、機能面等への

影響を考慮すると設計に反映するだけの効果は見いだせないとの結論になった。 

2023 年 10 月 

実施設計再開 

実施設計委託契約を令和 6 年度まで行うための補正予算案（事業再開予算）を可決。 

10 月 31 日～11 月 4 日で合計 6 回の市民説明会が開催される。 

 

２０２４（令和６）年度 総務企画委員会 報告号 vol．１１０ 
〇庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会ご報告（5 月 8 日） 
～新庁舎等複合施設建設事業の経過と市議会の動き（実施設計の中断から再開まで） 
〇今年 2 回目の総務企画委員会視察は 2 日間とも日帰り開催に（5 月 13 日＆14 日） 
〇小金井イベント情報：キッズ・カーニバル KOGANEI 2024（6 月 8 日＆9 日） 

2024 年 5 月 27 日 

村山ひできが委員長を務める庁舎等建設及び

公共施設マネジメント推進調査特別委員会が 5 月

8 日に開催され、新庁舎等複合施設建設事業の進

捗状況について、現在、実施設計の図面を最終確

認しており、6 月以降で建築確認申請を行い、施工

者選考にむけたサウンディング調査を準備してい

るとの報告がありました。 

事業を中断していた 2 年間には、昨年、2 か月

600 万円弱をかけて（村山は反対しましたが）議会

多数の要求により庁舎等建設に関する協議会で

出てきた論点を検証した期間も含まれます。大幅

なコストダウン等に成りえず設計をやり直す効果は

ないという検証結果を受け止めて、粛々と事業を

進めることを望みます。 
小金井桜は今年 12 月 9 日に名勝指定 100 周年を迎えます。 
名勝小金井桜の会総会で議長を務めました（5 月 11 日） 



 

 

           

 

 
                                                                                              
  村山ひできプロフィール          ≪主な地域活動≫ 

●1971 年 新潟県南魚沼郡湯沢町生まれ   小金井阿波おどり振興協議会 専務理事 
●1990 年 新潟県立長岡高等学校 卒業   小金井薪能 理事・警備委員長 
●1995 年 明治大学政治経済学部 卒業   小金井市献血推進協議会 事務局長 
～衆議院議員（岩國哲人・城島正光）秘書   小金井市商工会参与会 事務局長 
●2005 年 小金井市議会議員選挙に初当選       子ども達を薬害から守る実行委員会 事務局 
●2013 年 落選              名勝 小金井桜の会 会員 
～㈱ジェイコム東京に入社           明治大学校友会小金井地域支部 幹事 
●2016 年 復帰を決意し㈱ジェイコムを退職 小金井青年会議所シニアクラブ 会員 
●2017 年 再び小金井市議会へ          はけの自然を大切にする会 会員 

民進党の解党とともに無所属に  東京小金井ロータリークラブ 会員 

 ●2021 年 再選し現在 4 期目           小金井明るい社会づくりの会 常任理事 

 

村山ひでき事務所 
〒１８４－０００４ 
小金井市本町 6‐13‐17 
ｻﾝﾗｲｽﾞ武蔵小金井 702 
TEL  042-386-5543 
FAX  042-386-5560 
携帯  090-3428-2715 
 
E メール 
hideki@murayama.tv 
WEB サイト 
http://www.murayama.tv 
Twitter 
@Murayama_Hideki 
Facebook 
https://www.facebook.co
m/hideki.murayama.52 

総務企画委員として視察報告です。5 月 13 日に消防団の先
進的な取組について調査するため鹿沼市に伺いました。 

消防団は地域住民の生命、身体、財産を守るために必要不
可欠な地域防災の要です。鹿沼市では 65 歳以下、管轄内に
居住し平日昼間に即時出動可能な者で構成され災害活動の
みに従事する支援団員制度を設けており、平日昼間の体制強
化として小金井市でも有効だと感じました。また、非常に積極
的な広報物品の作成や SNS 活用、他機関と連携した広報戦
略で団員の加入促進を行っていることが参考になりました。 

翌日 14 日はデジタル地域通貨アクアコイン、らづポイント事
業について木更津市を訪問し、現状を確認してきました。 

デジタル地域通貨の創設を村山ひできは議会で何度も主張
しています。アクアコインは市内約 2400 店舗の約 36％となる
864 店舗、約 35,000 件のインストール数、21 億円超の規模に
育っている事業ですが、木更津市からの「まだ成功したとは思
っていない。もっと BtoB 取引額が高くならないと市域内の経済
循環、地域経済の活性化にならない」との発言が印象的でし
た。また、市、地元金融機関、商工会議所のトップ同士による
強固な三者連携に加え、民間ＩＴ企業が現在でも月 1 回は集ま
り情報交換していることも重要です。特に、木更津市を本拠地
とする君津信用組合の存在抜きにしては考えられない事業だ
と認識できましたし、小金井市で導入する場合でも地元金融機
関の協力なしには成り立たないと考えます。 

 

日時：2024 年 6 月 8 日(土)＆9 日(日) 
8 日 10：30～16：00／9 日 10：00～16：00 

会場：小金井 宮地楽器ホール 
料金：入場無料 
 

 


